














れた火に対する知識と技術は，そのまま造林の場へ持ちこまれたのが現在の地持えの

手法である。表現をかえると ，造林地の地拾えは，そのまま農耕地の造成手法でもあ

る。

基本的には，伐倒刈払い→火入れ→根株除去→耕転の体系によって地捺えが完了す

写真一10 スラッシュマツの機械造林

る。林床，地形の条件によ

っては根株除去，耕手玉が省

略されて植付けの準備が終

ることもある。また砂質土

壌で立木が浅根性の場合

は，太い鎖の両端を 2台の

ブノレドーザーで平行曳引し

て，立木をなぎ倒すことに

よって伐倒刈払に代えるこ

ともある。地掠え完了の様

子は写真 10によって類推

することができる。

3) 植付け

ポット苗の手植えが一般的であるが，日本のように裸根の苗木を植栽することはほ

とんどないことが特徴的である。将来在来樹種の造林が進むようになれば，これと平

行して裸根造林の手法が開発されなければならないと思っている。

一般的な植付法は日本とほとんど変らないが，極端な砂質土壌のと ころだけに発達

した植付法を紹介しよう(写真-10)。

それは機械造林とも云われているが，円周 4.8m の接地面の平らな鉄の車輪 (2

輪)に， 1. 6 m 間隔に円筒状(直径 10cm，長さ 25cm，先端をはすに切ったもの)

の突起を 3個取付け，これをトラクタ ーで曳引することにより ，地面に突起部を圧入

して植穴を作る。この車輸にはポット首を積み，植穴へ落して行く。車の後からつい

ていく作業員が苗木を植穴に固定する。写真一10はこの方法によって植付作業をして

いる様子である。 1台の植栽機には， 11人が 1組となって作業に従事している。その

功程は，1日8時間の労働で， 10 haの植栽を完了すると云っている。同じ土壌で手

植えの場合は 3人 1組で 2，000本を植付けるのが精いっぱいであることからする

と，かなり効率的な方法でもある。 ha当たりの植付本数は，マツ類は 2，000本，ユ

ーカリ類で 2，500"-'3，000本である。

4) 保育

熱借，亜熱帯闘での樹木の生長は比較的早い。それと同様に下草の生長も旺盛であ

る。下刈は植付当年は年 2回，2年目で 4，，-，6回の作業が，このような土壊のところ

では，耕転機による中耕除草の形で実施される。 3年目になると植栽木も樹高が 3m

以上に達するので，下刈りの実施はその時の判断による。

除伐は，植栽木の生長が早<，たちまち閉鎖環境を作るので，特に実施されるケー
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スはすくなし、。

間伐については，ユーカリの 8年伐期， M芽 2回繰返しの施業では無間伐であり，

マツ類では， 30年伐期で 1"，2回実施するよう計画されているが，このような林分は

まだすくない。

おわりに

ブラジノレ滞在中は，造林とはまったく無関係の仕事に従事していたため，標題につ

いては，本来の仕事の合い聞に見たり ， 開いたりしたことを取りまとめる結果とな

り，筆者自らの，そのための調査，研究はほとんどなされないまま終ることになった。

いうなれば，ブラジノレ造林紀行記の印象が強いことをお断りしなければならない。

ブラジノレの本当の意味のJ休業は，今始まったばかりであり，アマゾン天然林の更新

の問題も，その開発とうらはらに早急に解決されなければならないし，在来樹種の造

林法も，経済的に成り立つ林業経営と相{突ってその技術の確立がまたれるのである。
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①インドにおけるソーシ ャル・フォレストリ ー (K. M. TIWARI: Social Forestry 

in India. Natraj Publishers， Dehra Dun. 296 pp. 1983， Rs. 125) 

今日イント、で‘は，人口の増加にともなう燃料や食糧需要の増大が，森林の荒廃を招

き，深刻な社会問題を投げかけている。特に村落周辺では，日常生活のための薪 ・木

材 ・飼料等の採取による森林の荒廃が著しい。そこでその回復への手だてとして実践

されているのが， ソーシャノレ ・フォレストリー計画である。本計画が成功するか否か

は，イン ドの社会経済の未来を決定する大きな鍵になると考えられている。

本書の著者は，インド森林研究所の前所長であり ，インドにおけるソーシャノレ ・フ

ォレストリー計画実践の第一人者でもある。

本書は，著者がこれまでに発表したソーシヤノレ ・フォレストリーに関する論文をま

とめたものである。全体は 8つの章で構成されており， ソーシャル ・フォレストリ

ーの概念，必要性，範ちゅう，促進方法，計画実例，調査の必要性等が述べられてい

る。実際的な方法や技術の解説にも重点がおかれ，現地で仕事に従事する人々の手引

き奮としても活用できるように配慮されている。

全体的にいささか羅列的で，各章の内容に重複する部分が多いのが気になるが，そ

れも手引き書としての宿命であろうか。ともかく，最近インドで、盛んに出版されてい

るソーシャノレ ・フォレストリーに関する本の中で， 本書が必読書の 1つであること

は，確かであろう。

なお，本書を読まれる際には，以下に挙げる著書の併読をおすすめする。

(K.乱1[.TIWARI: Social Forestry for Rural Development. International Book 

Distributors， Dehra Dun. 108 pp. 1983， Rs. 85) 

(K. M. TIWARI & R. V. SINGH: Social Forestry Plantation. Oxford & IBH 

Publishing Co.， New Delhi. 79 pp. 1984， Rs. 75) 
(竹田晋也)
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